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日本採用力検定協会主催セミナー

検定試験の解説・分析・対策から
学ぶ「採用力」のポイント
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●日本採用力検定協会が提唱する「採用力®」の必要
性についてご説明いたします

●「検定試験の例題」を使いながら、出題傾向、出題
分野、出題意図等について、ご説明いたします

●明日からの採用業務の改善に向けて、本日のセミ
ナーをヒントにしていただきます

本日のセミナーの目的と内容
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講師（進行役）プロフィール

釘崎清秀（くぎさききよひで）

（一社）日本採用力検定協会 代表理事

（株）パフ代表取締役会長

・学生時代（大学３年生～）より新卒向け就職情報誌の営業を経験

・その後、複数のIT企業にてシステムの企画＆開発に携わる（1984年～1997年）

・1997年12月、株式会社パフを創業、代表取締役社長に就任（2020年より会長職）

・2016年6月、採用力検定の立ち上げの準備を開始

・2017年7月、一般社団法人日本採用力検定協会を創立
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メイン講師プロフィール

曽和利光（そわとしみつ）

（一社）日本採用力検定協会 理事
日本ビジネス心理学会 理事
株式会社人材研究所 代表取締役社長
情報経営イノベーション専門職大学 客員教授

・1995年 京都大学教育学部教育心理学科卒業
・1995年～ 株式会社リクルート入社、人事部にて採用・教育・制度・組織開発等の担当を経
て、人事部採用グループのゼネラルマネジャー
・2009年～ ライフネット生命保険総務部長、オープンハウス組織開発本部長等、ベンチャー
企業の人事責任者を担当
・2011年～ 株式会社人材研究所（Talented People Laboratory Inc.）設立
・現在、Y!ニュース、日経、労政時報、Business Insider、キャリコネ等、コラム連載中
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日本採用力検定協会について

名 称 一般社団法人日本採用力検定協会

設 立 2017年7月3日

役 員

代表理事：釘崎清秀（株式会社パフ代表取締役会長）
理 事：今野浩一郎（学習院大学名誉教授）
理 事：服部泰宏（神戸大学大学院経営学研究科准教授）
理 事：伊達洋駆（採用学研究所／株式会社ビジネスリサーチラボ代表取締役）
理 事：寺澤康介（ProFuture株式会社 代表取締役社長）
理 事：曽和利光（株式会社人材研究所 代表取締役社長）

発起人 株式会社パフ、株式会社ビジネスリサーチラボ



7Copyright © 一般社団法人 日本採用力検定協会

日本採用力検定協会について

名 称 一般社団法人日本採用力検定協会

設 立 2017年7月3日

役 員

代表理事：釘崎清秀（株式会社パフ代表取締役社長）
理 事：今野浩一郎（学習院大学名誉教授）
理 事：服部泰宏（神戸大学大学院経営学研究科准教授）
理 事：伊達洋駆（採用学研究所／株式会社ビジネスリサーチラボ代表取締役）
理 事：寺澤康介（ProFuture株式会社 代表取締役社長）
理 事：曽和利光（株式会社人材研究所 代表取締役社長）

発起人 株式会社パフ、株式会社ビジネスリサーチラボ



8Copyright © 一般社団法人 日本採用力検定協会

採用の成功とは

＝ 企業力 ×
採用

成功
採用力

採用力は、採用の成功を実現するために重要な力
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大切な「企業最適」と「社会最適」の視点

採用力とは？ （一社）日本採用力検定協会による定義

「組織および社会に有益な採用活動を

設計・実行する力」

① 企業最適
企業にとっての適材を効率的、効果的に採用するために、
採用担当者に求められる力

② 社会最適
社会全体で人材を最適配置するために、
採用担当者に求められる能力
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採用と採用力の重要性

企業にとって
の重要性

人材は競争優位をもたらす資源

その重要な経営資源を獲得するのが採用

個人にとって
の重要性

採用によって、人は一日の多くを過ごす場を決める

採用によって、人は自分の人生を大きく決定づけられる

採用力があれば
企業にも個人にも望ましい結果が生まれる
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社会最適が求められるもうひとつの理由

● 採用は自社に閉じた活動ではない

活動内容は労働市場にも伝わる

● 自社だけを優先した採用には限界がある

市場における“評価”を損なう恐れ

社会的な視座を持つことが有効・必要

企業 労働市場採用
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採用力の全体構造

パースペクティブ
（視座）

マインド
（姿勢）

ナレッジ
（知識）

スキル
（技能）

キャリア自律
組織への愛着
理想を描く

経営の知識
採用の語彙
他社の動向

労働市場の現状

見極める
惹きつける
調整する

アクション
（行動）

企業最適
社会最適

運営する
決断する

自己成長心
説明を試みる
共有主義
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採用力検定試験得点分布（第一回検定の場合）

◆全体正答率 

第 1 回採用力検定試験の全体正答率の平均：66.9％ 

全体正答率の 10％ごとの分布は以下の通りです。 

 

 

（単位：％） 



14Copyright © 一般社団法人 日本採用力検定協会

結果票のサンプル
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受験者には、正答解説集をお配りしています
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では引き続き、曽和理事のほうから
「検定試験の例題」を使いながら解説いたします。


